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標本館 明治9年に東京医学校（現東京大学医学部）本館として本郷の旧加
賀藩邸に建築されたもので，木造二階建，桟瓦葺きで明治時代の西洋式木造

建築の特徴をよく残している建物である。昭和44年に小石川植物園内に移築

され司現在学術情報センターの一部が使用している。明治時代の貴重な建物と

して，昭和45年に国の重要文化財に指定されている。
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はじめに
文部省学術情報センター（NACSIS）は昭和61年4月に東京

大学文献情報センターの転換－拡充により発足しました。

NACSISは．日本の大学等のすべての研究者が共同利用する，

大学共同利用機関のひとつであります。 NACSISの目的は，学

術情報を収集－組織化し，提供するとともに，学術情報及び情

報システムに関する研究開発を行うことであります。

目録所在情報事業は，年々拡大－充実しており．平成6年度

においては．目録システムにオンライン接続されている図書館

数は376に達し，登録件数は年度末で l.700万に達しています。

学術雑誌総合目録については，平成4年度から欧文編の改訂作

業を675機関の参加を得て進め，平成ア年3月に「学術雑誌総

合目録欧文編1994年版」（8分冊全6.944ページ）を刊行しました。また， ILしシステムは，平成

6年度には236機関を通じて50万件を超える利用があり，平成6年度からは英国図書館原報提供

センタ－ (BLDSC）へ転送するサービスを開始しました。なお．平成5年8月からは従来の参加
館に加え，国公立試験研究機関等や都道府県－政令指定都市立の図書館等も利用できるとととい

たしました。

情報検索サービスは 49種のデータベースの検索サービスを行っておりますが，平成5年8月
からは，大学等の研究者のみならす，日本学術会議に登録された学協会の会員に対し，その所属

を問わず広く開放しております。

データベースの構築については．学術雑誌目次速報データベースの正式運用を開始した他，平

成4.5年度に実施した「学術研究活動に関する調査」に基づき研究者ディレクトリの更新を行っ

ております。この調査は今後，毎年実施する予定でおります。

ネットワークの拡充も順調に進めうれており 圏内パケット交換網については．従来のノード

の機器の増強を行い，これによって全国の249の大学等に属する539のコンビュータ等に各種の

サービスを提供しております。また，平成4年度からTCP/IPプロトコルによるLAN間接続を可能

とするよう，ノードにルータ等を設置し，とれらを高速回線で接続するインターネット・パック

ボーン（SINET）の運用を開始しました。今年度は， ATM方式によるマルチメディア多重化装置の

機能強化を行うとともに，回線速度を最大50Mbps！こ増強し，更に圏内におけるネットワークの

増強と並行して，米国との回線速度を2Mbpsから6Mbpslこ増強する計画であります。また，ロ

ンドンの英国図書館には米国経由での専用回線が設置されています。

次に，国際標準規格であるMHS方式により提供している電子メールサービスについては，平成

6年度は54万件を超える利用があり，国際電子メール，ディレクトリサービス．電子掲示板など

のサービスとともに着実に利用が拡大しております。

研究開発も強力に推進されております。平成ア年2月には子の成果にもとづき，電子図書館の試

行サービスを開始しました。また，平成5年以来文部省科学研究費の新プログラムのーっとして，

“学術研究支援のための超高速情報通信網の研究開発”を進めております。とれは米国をはじめ欧

州諸国において急速に研究開発が進められ，その成果にもとづいてネットワークの構築が開始さ

れようとしている，超高速学術研究情報通信網．いわゆるギガビット・ネットワークに対応する

システムを，我が国における学術研究のために不可欠な基盤として整備しようとするものであり

ます。

教育訓練活動については，利用者の二一ズに応えるため年々充実を図ってきましたが．平成ア年

4月には教育研修部が新設され．教育研修事業を推進するための基盤が整えられました。教育研修

部においては．学術情報センターの提供する各種サービスに係わる研修・講習会だけではなく，

学術情報システムの利用者全体の情報リテラシーの向上に資するための活動を行っています。昨

年度までの受講者総数は5.300名に達し，今年度は13コース82回の研修－講習会を実施いたします。

創設以来10年目を迎え， NACSISの全教職員は．心を新たにしてその目標に向かって勇往遭進

して参ります。どうか皆様方から引き続きご支援 ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成ア年4月

学術情報センター所長猪 瀬 博



沿革

昭和48年10月 (1973年）

昭和51年 5月 (1976年）

昭和53年11月 (1978年）

昭和55年 1月 (1980年）

昭和55～58年（’80～83年）

昭和56～60年（’81～85年）

昭和58年4月 (1983年）

昭和59年3月 (1984年）

昭和59年4月 (1984年）

昭和59年12月 (1984年）

昭和61年2月 (1986年）

昭和61年3月 (1986年）

昭和61年4月 (1986年）

昭和61年4月 (1986年）

昭和62年 1月 (1987年）

昭和62年3月 (1987年）

昭和62年4月 (1987年）

昭和62年5月 (1987年）

昭和63年4月 (1988年）

昭和63年4月 (1988年）

平成元年 1月 (1989年）

平成元年1月 (1989年）

平成元年3月 (1989年）

平成元年4月 (1989年）

平成元年5月 (1989年）

平成元年12月 (1989年）

平成2年 1月 (1990年）

平成2年3月 (1990年）

平成2年4月 (1990年）

平成2年4月 (1990年）

平成2年6月 (1990年）

平成3年3月 (1991年）

平成3年3月 (1991年）

平成4年 1月 (1992年）

平成4年3月 (1992年）

平成4年4月 (1992年）

平成4年4月 (1992年）

平成4年11月 (1992年）

平成5年8月 (1993年）

平成5年11月 (1993年）

平成6年4月 (1994年）

平成6年4月 (1994年）

平成7年 1月 (1995年）

平成7年3月 (1995年）

学術審議会第3次答申（学術振興に関する当面の基本的施策）において，基本的施策として，

「学術情報の流通体制の改善について」提言

東京大学情報図書館学研究センター発足

文部大臣から学術審議会に対し「今後における学術情報システムの在り方について」諮問

学術審議会から「今後における学術情報システムの在り方について」答申

学術情報システムの考え方と整備の方策等について提言

文部省において「学術情報センターシステム開発調査」実施

文部省において「学術情報センター設置調査」実施

東京大学に学内共同の教育研究施設として，文献情報センターが設置され，目録－所在情報

システムの開発等を実施

コンビュータシステムトイITACM-280Hの導入

東京大学文献情報センターが学内共同利用施設から全国共同利用施設に改組

東京工業大学を皮切りに目録－所在情報サービスを開始

文部省において「学術情報センター設置準備協力者会議」開催

学術雑誌総合目録和文編の刊行

東京大学文献情報センターを改組し，大学共同利用機関として学術情報センター設置

科学研究費補助金研究成果概要データベース等の形成開始

コンビュータシステムをHITACM-680Hに更新

学術雑誌総合目録和文編誌名変遷マップの刊行

学術情報ネットワークの運用及びNACSIS-IRサービスの開始

学会発表データベースの形成開始

電子メールサービスの開始

学術論文データベース第二系の形成開始

コンビュータシステムをHITACM-684H/f¥/卜682Hに更新

学術情報ネットワークの国際接続（米国国立科学財団 NSF) 

学術雑誌総合目録欧文編の刊行

国際電子メール（CSNETと接続）の試行サービス開始

学術論文データベース第一系の形成開始

学術情報ネットワークの国際接続（米国議会図書館 ：LC)

学術情報ネットワークの国際接続（英国図書館： BL)

学術雑誌総合目録CD-ROM版の刊行

国際電子メール（CSNET及びBITNETと接続）の本格サービス開始

大学等の研究者等提供データベース受入事業の開始

民間助成研究成果概要データベース等の形成開始

学術雑誌総合目録欧文編誌名変遷マップの刊行

英国の研究図書館におけるNACSIS-CATの試用開始

コンビュータシステムをHITACM-BBQ/420. M-BBQ/210に更新

学術雑誌総合目録和文編（1991）の刊行

ILL(lnter-library Loan ：図書館間相互貸借）システムの運用開始

インターネット・パックボーン（SINET）の運用を開始

電子メールコンビュータシステムをACOS3700/8に更新

各種サービスの利用者範囲を拡大

日本科学技術情報センターとゲートウェイによるデータベースの相互利用を開始

学術雑誌目次速報データベースの形成開始

英国図書館原報提供センター(BLDSC）とのILL接続サービス開始

千葉分館竣工

学術雑誌総合目録欧文編（1994）の刊行

2 



織組

盤的機能を果たすものであることから 全国の大学等の意

志が十分反映されるよう，事業計画その他重要事項は，評

議員会の助言を得て，また，運営協議員会に意見を求め．

専門的な事項は．各委員会で検討・審議し進めている。

学術情報センターは 国立学校設置法により大学共同利

用機関として昭和61年4月に設置され，全国的－総合的な

学術情報システムの整備を推進する中枢的な機関の役割を

担っている。運営にあたっては，学術情報の提供，学術情

報流通にかかわる研究開発等全国の大学等に共通する基

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

流

力

一一一

財

料

第

第

務

事

交

協

務

理

度

管

用

用

資

ム

ム

際
σ恒
71, 

庶

人

国

研

総

経

用

施

共

共

情

＂＇、邑又

エ小，
T
京
1

同

同

報

務 課総

評議員会

課計.6‘ = 管理部

共同利用課

理

務

係

係

係

理

用
管

運

業

ク
ク
一

一

事

ワ
ワ
ト

ト

際

ツ

ツ

ネ

ネ

国

管

業

ア

ア

ス
ス

ユノ

シ
システム管理諜

ネットワーク課

データベ ー ス管 理 係

文献データベース係

全文データベース係

数値 ・画像データベース係

調 査係

データベース課

事業部

ネットワーク委員会

図書目録情 報 係

雑誌目録情報係

専門 ・ 電子情報係

データベース委員会

目録情報課総合目録委員会

係

係

係

画

第

第
導

導

企

指

指
課修研

課金委員会

情報図書館学 研 究部門

情報管理学 研 究部門

デ ー タベース 研 究 部 門

システ ム 工学 研 究部門

ソフ トウ エア工学研究部門

ネットワーク工学研究部門

国際情報流通システム研究部門

※超高速通信方式研究部門

※超高速画像情報処理研究部門

人文 ・社会系 研 究部門

理工系 研 究部門

生物系 研 究部 門

※印は客員研究部門

学術情報システム教育室

学術情報研究系

教育研修部
紀要編集委員会

運営協議 員 会

システム研究系

研究動向調査研究系

研究開発部

（項）研究所

区 分 金額（単位千円）

人 件 費 772,414 

物件費

校 費 3,754,872 
計算機借料 1,213,800 
そ の イ也 38,693 
計 5,007,365 

＇€』:l 計 5,779,779 

予算（平成7年度）Fミ

管理部 事業部 教育研修部 研究開発部
所長 副所長 合計

事務官・技官 事務官・技官 事務官 教授 助教授 助手

(2) (2) (4) 

26 44 6 10 10 15 113 

3 

（ ）書きは客員分

定



3.学術情報システムの仕組み

学術情報システムは人文社会自然科学の全分野の

学術情報を対象とし．全国の国公私立大学等の参加のもと

に，学術’情報センターを中心に．大学の大型計算機センタ

－．情報処理センター，図書館，大学共同利用機関等をコ

ンビュータとテ、ータ通信網で結合し．大学等の研究者が必

要とする学術情報を迅速－的確に提供する，全国的，総合

的な情報流通システムである。これはまた，大学外の民間

や諸外国の情報システムともリンクして，大学外の研究者

への情報提供も可能とするものである。主要な機能－サー

大型計算機センタ－

l.システムへのアクセスポイント

2専門領域データベースサービス

3.大型計算機能

北海道大学
東北大学
東京大学
名古屋大学
京都大学
大阪大学

九州大学

研究者
l.データベースの検索
2.専門データベース形成
3.一次情報の作成

総合情報処理センター等..,21 

情報処理センターーーーー・-49
データステーション等…・ ア

各大学等の情報処理センタ一等

1システムへのアクセスポイン卜

2専門領域データベースサービス

ピスとして次のものがある。

l）世界で生産される学術雑誌等一次情報の網羅的収集とそ

の提供サービス

2）全国の500余に達する大学の図書館が所蔵する図書約2

億冊及び265万種の雑誌の目録・所在情報データベース

の形成とその迅速－的確な提供サービス

3）大学．大学共同利用機関等で生み出される多様芯研究成

果，数値データ，画像情報等のデータベースの形成と検

索サービス

各大学等の図書館

1情報検索の窓口

2一次情報の収集・提供

3目録所在情報の形成

大学 短期大学 高等専門学校

国立‘・・－98 国立・…一 2 国立一一・・・54
公立・・・…－－ 52 公立・・・…… 60 公立 …ー 5 
私立－・…415 私立・一-496 私立…・… 3
放送大学 .... l 計 558 計 62 

計 566

4 

学術情報センター

l .計画－連絡調整

情報通信の基盤

2.学術情報に関する研究開発

3.学術情報ネットワークの構築・運営

4.目録－所在情報データベースの形成・提供

5.各種学術情報データベースの形成－提供

6.教育訓練等

大学外及び圏外の研究機関

（他の情報システムとのリンク）



4）高度な学術情報の流通に最適なハードウエアの開発，情

報の管理，データベースの形成，電子図書館等の研究開

発等総合的な研究開発

5）他の情報システムと結合して，大学の有する先駆的．独

創的な情報資源の．民間や国公立試験研究機関などの研

究者への提供サービス

6）諸外国の情報ネットワークと接続の上で．我が国の大学

等の研究者の研究成果の海外への紹介

分野別外国雑誌センタ－

1一次情報の網羅的収集・提供

2目録・所在情報の形成

医学・生物学系

大阪大学附属図書館生命科学分館

東北大学附属図書館医学分館

九州大学附属図書館医学分館

理工学系

東京工業大学附属図書館

京都大学附属図書館

農学系
東京大学農学部図書館

鹿児島大学問属図書館

人文・社会科学系

一橋大学附属図書館

神戸大学附属図書館

高エネルギー物理学研究所

国文学研究資料館

国立極地研究所

宇宙科学研究所

国立遺伝学研究所

統計数理研究所

国際日本文化研究センタ一

国立天文台

核融合科学研究所

岡崎国立共同研究機織

分子科学研究所

基礎生物学研究所

生理学研究所

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

政送教育開発センタ一

大学入試センター

学位捜与機構

大学共同利用機関

1.専門的一次情報の収集・提供

2専門領域データベースサービス

一一」

京都大学附属図書館

東京大学大型計算機センター

宇宙科学研究所
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4.学術情報ネットワーク

学術情報センターでは．研究者間での学術情報の流通を

促進するため，学術情報ネットワークを運営している。こ

れは全国の通信拠点（ノード）に設置したパケット交換機及

びIPルータ等の設備と高速ディジタル回線を使用して日本

全国の大学．研究機関を結ぶ学術研究専用のJ情報通信ネッ

トワークである。

学術情報ネットワークは大学問コンピュータ－ネット

ワーク（N-l）をはじめ，大学図書館と学術情報センターを

（平成7年3月末現在）

学術情報ネットワークパケット交
プロトコル

接続

換網上の仮想ネットワーク名称 計算機等数

大学問コンビュータネットワーク N-1 146 

図書館ネットワーク N-1, VTSS 229 

高エネルギー物量学研究用ネットワーク DECnet 

(HEPnet) TCP/IP等
17 

医療情報ネットワーク
N-1 30 (UMIN) 

宇宙地球理学ネットワーク

(STEP, SPAN) DECnet等
13 

地震研究用ネットワーク
N-1 

5 
TCP/IP等

インターネット TCP/IP 37 

ファクシミリ用ネットワーク G4FAX手順 38 

大学問電子メールネットワーク
OSl(MHS) I 10 

(SIMAIL) 

そのイ也 14 

／ 

／ 

／ 

／ 

結13，図書館ネットワークや大学病院等のグループで利用す
る医療’情報ネットワーク等（これらを仮想ネットワークとい

う）の基盤通信路として利用されているパケット交換網と，

研究者のワークステーション芯どが接続される学内LAN等

の相互接続を目的とし 通信プロトコルとしてTCP/IPを

用いたインターネットパックボーン（SINEDから構成され

る。

。
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本センターの全国研究者向けの情報検索サービスや電子

メールサービスもこのネットワークを介して行われてい

る。また，パケット交換網には，より多くの研究者が広域

から簡単に利用可能とするために電話回線かうのアクセス

ポイン卜を用意している。さらに．学術情報ネットワーク

は国際的な情報交流を促進するために英米等の国外ネット

ワークとの相互接続を推進している。将来は高速ディジタ

ル回線の特徴を生かし．画像，フルテキス卜，音声等を含

めたマルチメディア通信サービスヘ発展することを検討し

ている。

j
u
 
fc 
ζフ

国 ：学術情報センター

・ ：学術情報ネットワークのノード機関

：電話回線からのアクセスポイント設備
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5.目録・所在情報サービス

目録システム（NACSIS-CAT) 
NACSIS-CATは オンライン－ネットワーク方式によ

り全国規模の総合目録データベース（図書／学術雑誌）を形成

するシステムである。入力作業を効率的に行うため，

JAPAN MARCやUSMARCなどの標準的書誌データベ－

学術情報センター

参照MARC 

Ci)JAPAN MARC (B) 
(1868年～）※

②TRC MARC 
(1985年4月～）

③LC MARC(B) 
(1968年1月～）

④UK MARC 
(1950年～）

⑤しCMARC(S) 
(1973年～）

⑥しCMARC(Name) 
(1977年～）

⑦GPO MARC 
(19ア6年～）

⑨1JAPAN MARC(S) 
(1988年～）

⑨しCMARC 
(Maps.Music. 
Visual materials) 
(1972年～）

※大正期・昭和前期除く

スを参照するとともに，共同分担方式により，図書館の目

録作業の重複を防ぎ，省力化と処理の迅速化を図っている。

大学、短大、高専等

Irr二弓1
オンライン入力

望）
選量華麗電盤3

図書目録

システム ヘ

鵬

引

」

／

定

＋

「

＼

／

ん

サ

＼

図書館OA

F二弓l
オンライン入力

f望i
／昼璽軍閥Zヨ

rr===司
研究者・図書館
オンライン端末

冨
雑誌目録

システム

＼ー／ 全調査園 霊誌総合

一喧
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ILLシステム（NACSIS-ILL)
ILLシステムは， NACSIS-CATによって構築される総

合目録データベースを活用して，図書館における

ILL(lnter-library Loan ：図書館間相互貸借）業務を支援す

るシステムである。 ILLの業務をILLシステム中心に一元化

し，総合目録データベースの最新のデータに基づいて適切

な依頼先を選択するなど，業務の効率化と，利用者への文

献提供の迅速化を図っている。

ILLシステムの特長としては.(l )ILL業務の統合化，（2)

総合目録データベースの参照，（3）謝絶時の自動転送，（4)

図書館利用条件の更新と参照，（5）処理状況の確認，

(6)NACS1S-IRとの連動，（7)BLDSC（英国図書館原報提

供センター）への依頼機能，（8）統計情報の採取などがある。

大学図書館等 学術情報センター 大学図書館等

利用者

， ， 
①検索と申込ノ

， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 
ノ’①申込
ーーー圃ーー’ー

， ， ， 

依頼館

， ， ， 

， ， ， 

I サACSS-IR I 

，－一一一＼，－  
， ， 

ILLシステム
③受付

受付館

4・トーーーー・・ 4・トーーーーーーーーーー・圃圃ーーーーーーーーーーーーーーーーー
⑦提供 ④資料の複写と送付

目録所在情報サービス接続機関の設置・年度別内訳
区 分 昭和59 昭和60 昭和61 昭和62 目白手口63 平元 平 2 平 3

国立大学 3 12 25 49 70 82 93 95 

公立大学 。 。 。 。 。 3 4 9 

私立大学 。 。 4 12 17 36 49 78 

共同利用機関等 。 。 。 。 4 5 5 8 

短大・高専

そ の 他 。 。 。 。 。 。 2 2 

計 3 12 29 61 91 126 153 192 

増 カ日 数 3 9 17 32 30 35 27 39 

9 

平 4 平 5 平 6

96 97 97 

16 23 29 

111 147 186 

11 12 12 

9 15 26 

9 18 26 

252 312 376 

60 60 64 



目録データベース編集

｜冊子体 ｜

学術雑誌総合目録

学術雑誌総合目録は全国の大学図書館などで所蔵する逐

次刊行物を網羅した，図書館相互協力にとって必要不可欠

な総合目録である。その編集事業は文部省に始まり．東京

大学文献情報センターを経て学術情報センターに引き継が

れている。規模は平成ア年3月末現在で参加機関700機関

（大学図書館約500館の他に各省庁の研究機関図書室，公

共図書館及び専門図書館を含む），書誌データ20万．所蔵

データ273万に達しており．これらは雑誌目録システムと

してオンラインでも提供されている。データの更新は，接

続館からのオンラインによる更新とデータシートで収集し

た全国調査データに基づく更新とを併用している。

編 別 調査時点 収録誌数 収録所蔵件数 参加機関数 備 考

和文編 平成元年ll月 68.999誌 1.408.804件 702機関 平成4年3月刊行， 7分冊7.500頁

欧文編 平成4年11月 115.340誌 1,052.065件 664機関 平成7年3月刊行， 8分冊6.944頁

誌名変遷マップ

誌名変遷マップは雑誌の継続－吸収等の関

係を図式化したもので，求める雑誌について

の変遷情報を確定できる。これは目録システ

ムのオンライン画面またはCD-ROMの画面

で表示されるほか，冊子体として和文編と欧

文編の2編が刊行されている。

<AA00062488> 
American magazine 
ofart / A悶er i can 
Federation of Arts 
Vol 7. no. 3(Ja n噌 1
916)-v. 29. no. 12(0 
ec. 1936) 
New York 

<AA00279763> 
Magazine of art / 
American Federatio 
n of arts. 
Vol.30. no.l(Jan 
1937)-v.46. no.5(M 
ay 1953) 
Washington. D. C 

<AA00059439> 
Art and progress / 
American Federatio 
n of arts. 
Vol. I. no. I [Nov.] 
1909)-[vol.7. no.2 
(Dec. 1915)] 
Washington. D.C 
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｜磁気テープ ｜

定期版
本センターでは．総合目録データベースに登録された告

参加機関の図書・雑誌の書誌・所蔵情報を．週単位あるい

は月単位に定期的に抽出して磁気テープで提供している。

各機関でのローカルデータベースの定期的更新作業のた

めの一手段として活用することが可能である。

個別版
また．オンライン参加機関については自館で登録したデ

ータ全体を，また学術雑誌総合目録参加館には雑誌のデー

タを，抽出して磁気テープで提供している。

各機関でローカルデータベースを一括更新する必要が生

じた場合（例えば計算機のリプレース等）の基礎データとし

て活用することが可能である。

n
U
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I CD-ROM I 

学術雑誌総合目録C0・ROM版
平成2年3月に刊行した学術雑誌総合目録

CD-ROM版は，平成元年6月時点の参加機

関678機関．和洋雑誌数143.530，所蔵件数

1,860.069のデータを収録している。

乙のCD-ROMでは和洋雑誌の同時検索や

所蔵館情報の表示が可能となっているほかキ

ー操作を簡便にするなど，利用上の便宜を十

分に図っている。

右図は所蔵館情報を表示した画面であり．

所蔵館の住所や電話番号などがウインドウの

中に表示されている。

個別版CD-ROM 
総合目録データベースに登録された各参加

機関それぞれの図書・雑誌の書誌・所蔵情報

を1枚のCD・ROMに記録し，個々の図書館

での利用者用目録（OPAC）として活用できる

ようにしている。

検索の方法を「ブラウジングリスト一覧J
「キーワード検索Jの2種類用意し，初心者
から熟練者まで広く対応できるようにした。

右図はタイトルによるブラウジングリスト

の表示画面であり．帝のカーソルが位置する

部分（この場合は「コンビュータアナリシス

シリーズ」）を選べば該当の書誌が詳細表示

される。

現画面｜ 書誌検索吟簡略表示中 細表示｜吟変遷簡略表示吟変遷詳細表示 全項目表示

雑誌番号 件数 1件

日本化学雑E誌岩東東J..,. ／ 日本化学会 く所蔵 345件〉16 大本館 69-8~i 北北大大大北工69，化化70学学（）系， ：雑：：：：誌：：：：番：：：：号．：：・・：〔：：：1：：：：・・館 室 表〕示所蔵：：：：番：：・：号……〔16 〕
(1948-1971> 

: =1~1 J 
20 車車融東東東 北大工 基礎系

036 

21 北大全遣選手ド 69-9 
所 青森県弘前市文京町 1

22 北大生 69 
23 北大 69-9 名 称弘前大学附属図書館
24 北大 72-9 
25 大 69-7¥72 T E L 0172-36-2111 〕 ID〔FA001346
26 山形大工 6 -7 機関種別 1複国立大学込

サービス種別 1: 写申 を受け付ける

変遷データ 〔雑誌番号： 〕 表示位置変更 〔雑誌番号： 1所蔵番号：

Fl F2 F3 F4 FS F6 F7 F8 F9 FlO 

館室表示終了 メッセージ 実行

現画面 ｜ メニュ斗ー吋剛1111•＝＞詳細表示

タイトルを選択し、実行 （F 1 Ol を押 してください

υt・.,-9音声処理 ／ 安居院猛，中嶋正之著． 一
コンピュ－9サイエンス大学講座． 一 近代科学社．

001 F図雑

J'.lt'.i-9社会の病理： いじめの 'IJ.ri.I 高橋友樹著 ーー 東洋経済新報，1986
コンピ.i-917トウェTのことがわかる本： OSから711）トション・7日行ムまで”利用技術のすべて
コンピr？とOR/ 加瀬滋男，森健一著． 一 日刊工業新聞..., 1982 
3ンt'.i-？による液体力学 ／パトリ？？・J・ロイェ著； 高橋亮一［ほか］訳； 上，下
J'.;t＇.，－川こよる図説量子力学 ／ト川川・11川、ハバ・fィート.1/-Jン箸； 平田邦男訳．
: ~ t·1 ートの戦略意思決定利用， パソコンの正しい使い方 ／ 西順一郎編著．一
コンt'i－？ユーザー1・マニュH の書き方 ／Sus an J. Gr i mm ［著］； 松本俊次訳．一 日刊工業
コンt'.i-？・1-jィi)jィー： その技術と展望 ／D. F.パサt，レ著； 藤井純訳．
コンt・.，－?Journa I 時 Journal of computer 

タイトル （ヨミ ）［後 ］へ

終了戻る 移動 前頁次頁 ヘルプ実行
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図書館ネットワーク
本センターでは．目録システムやILしシステムを遠隔地

の参加館がオンラインで使用するため 下図のような2系

統のネットワーク接続手順を開発運用している。ひとつ

は大学問コンビュータ－ネットワークの接続手順（N・l）で

あるが，漢字や拡張文字（EXC）の通信機能のために，特に

XNVT本手順を開発した。もうひとつは小規模コンビュー

タによる接続のためのVTSS判手順である。どちらもユー

ザ側にはUIP＊＊＊が搭載され，高度な画面型マンマシン－イ

ンターフ工ースを提供している。今後は一般ユーザ向けの

検索サービスにも とのような新しいマンマシン－インタ

ーフ工ースが活用されてゆくであろう。

* extended NVT拡張NVTプロトコル
* *Vi山 alscreen transfar on TSS link TSS接続による仮想画面転送方式

* * * User Interface Program 

学術情報センターコンヒ。ユータ

学術情報ネットワーク

パケット交換網

I ｜コン；｜；－タ！ I 

Q 
大規模コンビュータによる
参加館

N-1 (XNVT) 

プロトコル

VTSS 

プロトコル

学術情報ネットワーク
インターネットパックボーン

(SINET) 

UNIXワークステーション
による参加館

12 
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中規模コンビュータによる
参加館

且l
小規模コンビュータによる
参加館



6.情報検索サービス（NACSIS-1R) 

NACSIS-IRでは．学術研究情報を迅速かつ的確に研究

者に提供することを目的として，人文 －社会－自然科学の

分野にわたって5,500万件以上の学術情報を蓄積し，オン

ラインにより提供している。

が，今後，学術研究の動向，研究者のニーズ等を見極めな

がら，さらに充実していく予定である。

平成7年度当初のサービスデータベースは49種である

また，情報検索に際して，ユーザの習熟の便を図るため，

すべてのデータベースに対し練習データベースを用意して

いる。

サービスデータベース一覧 （平成 7年 4月1日現在）

データベース名 データ件数 収録期間 対象分野 内 容【作成機関］
経費

区分

科学研究費補助金研究成果概要
125,000ii牛 1985～ 全分野

文部省の科学研究費により行われた研究成果報告概要の情報

データベース 【学術情報センター】

学位論文索引データベース 121,00011牛 1957～ 全分野
我が国の大学で授与される博士学位論文の索引情報

【学術情報センター】

学会発表データベース 185,000il牛 1987～ 全分野
各関連学会の全国大会・研究会における研究発表の概要情報

【学術情報センタ－］

電気学会，照明学会， 電子情報通信学会．テレビジョン学会，情報処理学会，計測自動制御学会，システム制御情報

第一系 （電気・情報・制御） 学会，日本ソフトウェア科学会，人工知能学会司日本印副学会，画像電子学会， ト口ン協会，プリント回路学会．精

密工学会，日本放射線技術学会， CAI学会

第 系 （化学） 高分子学会司日本セラミ ックス協会，日本農芸化学会

第三系 （建築・土木・造園） 日本建築学会，日本造園学会，土木学会，土質工学会

第四系（生物学 ・農学） 日本植物生理学会，日本昆虫学会，日本応用量的昆虫学会，日本生態学会，日本ダニ学会．日材木学会，日本衛生劃瑚岸会，日本蚕糸学会

第 五 系 （理学） 日本岩石鉱物鉱床学会．日本鉱物学会，資還な也質学会．日本陸水学会，日本惑星科学会．日本雪氷学会．日射健学会．日本水郊ヰ学会

第 -j-、 系（工学） 日本造船学会，関西造船協会，西部造船会．資源・素材学会
第 七 系 （医学） 日本歯科理工学会，日本ベインクリニック学会，大阪歯科学会司日本解音持強

第八系（人文・社会科学） 日本生涯教育学会．日本デザイン学会，日本家政学会．日本家庭科教育学会，日本エスペラント学会，日本調理科学会，経営情報学会

学術論文データベース第一系 全文2,400件
1989～ 電 子

電子分野の学会論文の全文情報

A （電子） 抄録5,000件 【学術情報センター】

一通一一
on Communications, IEICE TRANSACTIONS on Electronics, IEICE TRANSACTIONS on Information and Systems 

学術論文データベース第二系
15,000件 1983～ イヒ ~ 

化学分野の学会論文の全文情報

（イヒ学） 【学術情報センタ－］

高分子学会の高分子論文集. Polymer Journal，日本農芸化学会のBioscience.Biotechnology,and Biochemistry, 

日本薬学会のChemical& Pharmaceutical Bulletin.Biological & Pharmaceutical Bulletin，日本化学会のBulletinof the Chemical Society of Japan司

日本セラミ ックス協会の日本セラミ ックス協会学術論文誌

学術論文データベース第五系
4,00011牛 1992～ 理 学

理学分野の学会論文の全文情報

（理学） 【学術情報センター】

応用物理学欧文誌刊行会のJapaneseJournal of Applied Physics 

8か国（日．米．英．仏．独．伊．加，スウェーデン）における政府
海外研究プロジェクトデータベース 81,000件 1985～ 科学技術 等助成に基づく研究プロジェクトに関する研究概要情報

【学術情報センター】

NACSIS （日），JICST（日），NSF （米）， SERC（英），CNRS（仏），DFG（独），CNR（伊），NRC（加）， NUTEK （スウ工ーデン）
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データベース名 データ件数 収録期間 対象分野 内 容［作成機関】
経費

区分

民間助成研究成果概要データベース 2,600件 1964～ 全分野
民間助成財団等の研究助成金により行われた研究の成果の概要情報

【学術情報センター1

電気通信普漫財団，三菱財団．東レ科学振興会．放送文化基金，総合研究開発機構．秋山記念生命科学振興財団，内藤記念科学振興財団，住友
財団． トヨタ財団，内藤医学研究振興財団，加藤記念バイオサイエンス研究振興財団，中部電力基礎技術研究所，国際コミュニケーション基金，
ファイザーヘルスリサーチ振興財団，関西エネルギー・リサイクル科学研究振興財団．昧の素食の文化センター，チパ・ガイギー科学振興財団，
大川情報通信基金．中国電力技術研究財団，小野医学研究財団，テレコム先端技術研究支援センター．高度自動化按術振興財団．神奈川科学技
術アカデミー．中国技術振興センター．富士記念財団，富士ゼロックス小林節太郎記念基金．東日本鉄道文化財団司コスメトロジー研究振興財
団司日本板硝子材料工学助成会，旭硝子財団

経済学文献索引データベース 108,000件 1983～ 経済学
我が国の経済学分野の学術文献の索引情報

【学術情報センタ－）

（備考）経済資料協議会が収集した．経済学分野の学術雑誌論文の書誌事項を記入したデータシートを情報漂としている。

我が国の学会の大会・研究会で刊行される予稿集記載の研究発表
A 

学会予稿集電子ファイル 143,000件 1969～ 全分野 索引情報（本文は画像で提供）
【学術情報センター｝

日本物理学会．応用物理学会．日本医学教育学会，日本応用心理学会，日本科学教育学会‘日本教育工学会，日本教育情報学会，日本特殊教育
学会，日本行動計量学会，全国大学国語教育学会．日本生涯教育学会，日本心理学会，日本理科教育学会．日本経営教育学会ー日本教育心理学
会，語学ラボラトリー学会ー日本物理教育学会．日本数学教育学会，日本生物教育学会，大学英語教育学会噌日本保育学会，日本体育学会ー日
本教育社会学会司日本教育学会

臨床症例データベース 3,900件 1981～ 医 学
我が国の臨床医学分野の症例報告の全文情報

【学術情報センター】

日本内科学会，日本胸部疾患学会，日本産科婦人科学会．日本臨床血液学会，日本法原器科学会，日本新生児学会，日本小児外科学会，日本脳
神経外科学会司日本感染症学会，日本外科学会‘日本消化器外科学会．日本小児内分泌学会．日本内分泌学会，日本リウマチ学会

我が国の大学図書館等で所蔵する学術雑誌等に掲載された学術文

学術雑誌目次速報データベース 10,000件 最新版 全分野 献の目次情報 B 【学術情報センター】

雑誌記事索引データベース 113万件 1984～ 全分野
我が国の学術雑誌等に掲載された学術文献の索引情報

【国立国会図書館】

A 我が国の現行法令の全文情報
現行法令データベース 3,700件 最新版 法 律

【学術情報センター】

維新史料綱要データベース 29,000件
1846～ 

史 ザA岨ー
f維新史料綱要J（全10巻）の全文情報友びf大日本維新史料jの索引情報

1871 【東京大学史料舗さん所1

東京大学史料編さん所が所蔵する史料複本（影写本等）に収録され
古文書目録データベース 2,200件 一 日本史 た古文書の目録情報

B 【東京大学史料編さん所】

木簡データベース 16,000件 一 史 学
我が固で発掘された木簡の釈文友び報告書の索引情報

【奈良国立文化財研究所】

北方関係資料総合データベース事
42,000件 史 品ザ且ー

北海道大学附属図書館所蔵の北方関係資料の目録情報
（仮称） 一 【北海道大学附属図書館1

研究者ディレクトリ 13万件
1993年

全分野
大学等の研究者の研究課題・発表論文等の情報 A 12月現在 【学術情報センター】

データベース・ディレクトリ 1,800件
1994年

全分野
大学等で作成．検索サービスされているデータベースのディレクトリ

7月現在 【学術情報センター1

家政学文献索引データベース 57,000件 1979～ 家政学
我が国の家政学分野の学術文献の検索情報

｛日窓家政学会1

RAMBIOS 13,000件 1983～ 生物学
分子生物科学諸分野のレビュー文献の索引情報

B (RAMBIOS刊行会】

化学センサーデータベース 16,000件 1975～ イヒ 学
化学センサーの作成法・特性友び文献情報

【嫡浜国立大学化学データベース委員会】

電気化学反応パラメーター漫ぴ電解貿漕液の物理化学パラメーター
電気化学データベース 72,000件 最新版 物理化学 に関する数値情報漫ぴ文献情報

【横浜国立大学化学データベース委員会】
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データベース名 データ件数 収録期間 対象分野 内 容【作成機関】
経費

区分

日本独文学会文献情報
13,00011牛 1980～ 

ドイツ文学・ 日本独文学会寄贈文献友ぴ「ドイツ文学j掲載論文等の文献情報
データベース ドイツ語学 【日本独文学会】

スラブ地域研究文献
3,400件 1988～ 

スラブ・ 我が国で発表されたスラブ・東欧地域の文献情報
データベース 東欧文化 【北海道大学スラブ学文献研究会】

我が国の文化財を対象とした自然科学的測定・分析に関する論文等

B 文化財科学文献データベース 14,000件 最新版 人文科学 の文献情報

【日本文化財科学会．文献目録委員会】

化学と教育誌データベース 3,000件 1977～ 11: 学
日本化学会「化学と教育j誌に掲載された論文等の抄録付き文献情報
【日本化学会．化学と教育誌データベース推進小委員会】

現代邦楽作品データベース 1,700件 1963～ 音 楽
主として戦後に作曲された現代邦楽の目録情報
I日本音楽国際交流会】

Life Sciences Collection PLUS Marine 
142万件 1982～ 生命科学

生命科学分野における図書．緩誌記事，会韻録等の抄録付き文献情報
Biology and BioEngineering I米国CambridgeScientific Abstracts社】

MathSci 162万件 1940～ 数理科学
Mathematical Reviews誌等7誌に対応する抄録付き文献情報
【米回数学会｝

COMPENDEX PLUS 292万件 1976～ 工 学
工学分野における図書．雑誌記事．会韓録等の抄録付き文献等情報
【米国EngineeringInformation社】

Harvard Business Review 2,700件 1927～ 経営学
Harvard Business Review誌の全文情報
【米国JohnWiley & Sons社】

Index to Scientific & Technical Proce剖ings誌 Indexto Scientific 
ISTP & B 246万件 1982～ 科学技術 Book Contents誌に対応する会語録の索引情報

【米国Institutefor Scientific Information社】 A 
Exce巾taMedica誌に対応する抄録付き文献情報

EMBASE 333万件 1984～ 
医学・ 【オランダElsevierScience宇土】
薬学 （“EMBASE”忍び“Exce巾itaMedica”は.Elsevier Science祉の

萱録商標）

SciSearch 865万件 1983～ 自然科学
Science Citation Index誌に対応する抄録付き索引漫び引用情報
【米国Institutefor Scientific Information社】

Social SciSearch 151万件 1983～ 社会科学
おcialScien伺 SCita世onIndex誌に対応する抄録付き索引友ぴ引用情報
【米国Institutefor Scientific Information社】

A & H Search 141万件 1983～ 人文科学
Arts & Humanities Citation Index誌に対応する索引友び引用情報
【米国Institutefor Scientific Information社】

目録所在情報データベース 書誌 99万件
最新版 全分野

我が国の大学図書館等に所蔵される学術和図書の総合目録情報
（和図書） 所蔵1092万件 【学術情報センター】

目録所在情報データベース 書誌212万件
最新版 全分野

我が国の大学図書館等に所蔵される学術洋図書の総合目録情報
（洋図書） 所蔵田4万件 【学術情報センター】

目録所在情報データベース 書誌 8万件
最新版 全分野

我が国の大学図書館等に所蔵される学術和雑誌の総合目録情報
（和雑誌） 所蔵159万件 【学術情報センター】

目録所在情報データベース 書誌 13万件
最新版 全分野

我が国の大学図書館等に所蔵される学術洋雑誌の総合目録情報
（洋雑誌） 所蔵112万件 【学術情報センター】

国会図書館科学技術欧文会議録
国立国会図書館が所蔵する科学技術分野の国際会踊．各種シンポジ

データベース
40,000件 1985～ 科学技術 ウム等の欧文会構録の書誌情報

【国立国会図書館】

医学・
日本国内で開催された医学・藁学に関する学会．研究会の予稿集． B 医学会会議録データベース （仮称）本 14,000件 1990～ 抄録集．会組録の書誌情報

薬学
【国際医学情報センター】

アメリカン・センター図書館総合目録
アメリカン・センター図書館6館が所蔵する図書の書誌．所蔵の総

データベース
6,000件 最新版 全分野 合目録情報

【アメリカン・センター】

JPMARC 170万件 1868～ 全分野
日本国内で発行された図書の書誌情報
【国立国会図書館1

LCMARC(Books) 380万件 1968～ 全分野
主として米国で発行された図書の書誌情報
【米国語会図書館1

LCMARC(Serials) 65万件 1973～ 全分野
欧文雄誌の書誌情報

【米国踏会図書館】

人文・
我が国の国立大学図書館が収集している人文・社会科学系の特別資

大型コレクションディレク卜リ 500件 1978～ 
社会科学

料の目録・所在情報

【東京大学附属図書館】
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データベース名 データ件数 収録期間 対象分野 内 容［作成機関｝
経費

区分

学術関係会議等開催情報
14,000件 最新版 全分野

日本学術会議に登録している学協会が関係している国際会議等の開

（日本学術会議編）
催予定情報

【学術情報センター1

B 
学協会集会スケジュール

日本工学会所属の学協会が関係している大会・研究会等のスケジュ

（日本工学会編）
4,100f牛 最新版 工 す品叫」 ール情報

【日本工学会】

＊印の付いているデータベースは．平成7年度中にサービス開始予定

NACSIS-1 Rの利用
利用者の範囲

本サービスは，学術研究支援のために，国公私立大学・

短期大学・高等専門学校－大学共同利用機関－文部省及び

文化庁の施設等機関等の研究職員及び図書館職員，大学院

生はもとより，学会の正会員．国公立試験研究機関－特殊

利用料金

法人の研究所－学術研究法人の研究職員及び図書館職員．

海外の高等教育・研究機関の研究職員等．広範囲の研究者

を対象としている。

経費区分 接 続 車ヰ ヒ 、ソ ト 料

各データベースに接続している
50円／分

検索された文献について，その書誌情報あるいは
13円／件

時間に対して 抄録等を端末に出力した件数に対して
A 

圏内 22円／枚
ファクシミリ出力した枚数に対して

海外 236円／枚

B 各データベースを呼び出す都度 30円／回

・経費区分は「サービスデータベース一覧Jを参照
－利用料金は月ごとの合計額に百分の三を乗じて得た額を加算した額
・利用料金支払いの費目には特に制限はなく．国立学校校費．公私立学校の経費の他，文部省科学研究費補助金，私費の中から選択

サービス時間

曜日 月曜日～金曜日 土曜日

サービス時間 19: 00～翌日2:oo I 9: oo～14: 00 
・日曜日．国民の祝日，休日，年末年始浸び3月31日はサービス休止

サービスデータベース数・データ総件数の推移

サービス
データベース数

60 

データベース
総件数
（万件）

6 000 

サービスデータベース数日

データベース総件数 ーー・

，
 
，
 
，
 

5,000 50 

40 

， ， 
4,000 ， 

d・r， ．． ， ， 
30 

， 
N 3,000 .,. ， ， ．． 

，・’

10 

.,. ．， .,. 
2,000 20 

・’， 
1,000 

。
’88 ’89 ’90 ’91 ’92 ’93 '94 

注l)告年度当初（4月1日現在）の件数を示す。
注目 93年度におけるサービスデータベース数減少は学会発表データベースを統合したためである。

’95 
。
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電子メール／電子掲示板サービス

また， NACSIS-MAILのサービ‘スメニューには．ディレ

クトリサービス（宛先案内）があり， NACSIS-MAILシステ

ムに登録された利用者だけでなく.SIMAIL内全体のアド

レス情報も提供している。

電子掲示板サービス（NACSIS-BBS)
受信者を特定することなく利用者間でメッセージを共通

に利用でき，テーマごとに掲示板を設けてあるので目的の

掲示板の中で意見交換ができる。

登録と利用料金
電子メール－サービスを利用するには，利用者の所属と

氏名等を登録して，メールボ‘ックス（郵便箱）を開設する必

要がある。 NACSIS-MAILの利用とSIMAIL内の他システ

ムからの国際電子メール・サービス利用については，直接

または大型計算機センターを介して学術情報センターに登

録申請する必要がある。

また，園内電子メール・サービスの利用は無料であるが，

国際電子メール－サービスの利用については，発信につい

てのみ有料（20円／11くB）である。

電子メール・サービス（NACSIS-MAIL)
学術情報ネットワークを基盤とするサービスのひとつと

して，学術情報センターとア大学大型計算機センターが共

同で運用している電子メールサービス（SIMAIL）は，全国

の大学等の研究者や図書館職員等の間の容易かつ迅速な情

報交換を可能としている。

NACSIS-MAILは， SIMAILの一員として国内の電子メ

ール－サービスを提供するとともに.SIMAILの海外の窓

口としての役割も担っている。

具体的には，学術情報センターが整備した米国への専用

回線を利用して，米国のインターネットに接続し，また，

海外のBITNETとはBITNETJPを介することにより．国

際電子メール－サービスを提供している。また， SIMAIL

のプロトコルは国際標準のMHSであり．これと異なるプ

ロトコルを採用しているインターネット及びBITNETとの

接続のために.NACSIS-MAILシステム内にプロトコル変

換機能を持っている。インターネット及びBITNET！こはそ

れぞれ欧州や太平洋地域にも相互に接続されたネットワー

クがあるので， NACSIS-MAILの国際電子メール－サービ

スを通じて多数の国々の研究者との情報交換が可能になっ

ている。

＠メッセージの受信

学術情報センター

電子メールシステム
＠メッセージ作成と送信

・
・
・
園
田
阻
畠

v

受信者

（大塚大学）大塚花子

／二二二j

発信者 園

（学堂懐古学）j． ． 
’ SYSTEM ?MMAILS 

番号状況配信日付発信者
001未参照95/04/10学術太郎
002 95/04/08大塚 一郎

、

主題
第l回学術情報研究会の開催通知
先に案内した回答をよろしく

MHS050 R番号またはDele1e,File.Li11,Prin1,Reply, Undo, DON E’l 
MHS I 5 I I #00 IメールID: NACSIS-930410162301 
発信者・学術大学／学術学部：学術情報学科／学術 太郎
発信時刻1]:95/04/10I 6・23:03
配信時刻：95/04/1016:23:03 
主題・:°tl回学術情報研究会の開催遜知
＜メール本文＞
第1副学術情報研究会の開催遜知

下記のとおり，研究会を開催いたしますので御参集下さい。
日時平成7年5月10日（月）午後2時から午後5時
場所学術情報大学学術学部第I会議室（別館2階）
内谷本研究会の進め方について他
MHS054 R #001 Dele1e,File,Prinl,Reply,Hold(re1urn) ? H 
納lS050R番号または Dele1e,File,Lis1,Prin1.Reply,Undo,DONE? DONE 
SYSTEM’ 

SYSTEM 1MMAILS 
MHS002 R送り先トUIDWOIOOI 
MHS IO I l送り先．大塚大学/J理学郁：情報科学科／大塚花子
MHS002 R送り先？ （空行入JJ)
MHS004員本文の存在するファイル名？（空行入力）
MHS003 R 主題 ？第 l 聞学~r情報研究会の開催通知
MHS 121 Iメール本文を入力して下さし（受行で終了します）’ 第ll司学術情報研究会の開催通知
・下記のとおり，研究会を開催いたしますので御参集下さい0
・ 日時予成7年5月10日（月）午後2時から午後5時
息場所学術情報大学学術学部第1会議室（別館2階）
・ 内容本研究会の進め方について他
$（空行入力）
MHS014 R送信してよろしいですか（Yesor No) ? Y 
メールI0: NACSIS-930410162301 
発信時刻：95/04/IO I 6・23:03 
正受信者：大塚大学／理学部：情報科学科／大塚花子
SYSTEM’ 

/ 
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データベースの形成

また，「大学等の研究者等」が作成している多くの学術

情報データベースを積極的に受け入れ，サービスするため

に，学術情報センターでは，データベースの受入要項．技

術仕様を定め，研究者等から提供されたデータベースを短

期間で全国に情報検索サービスするための「大学等の研究

者等提供データベースの受入事業」を実施している。

学術情報センターにおけるデータベースは，学術情報セ

ンターが企画．作成したもの，他の機関－研究者等が作成

したものを受入したもの．海外のデータベース作成機関か

ら導入したものの3種類に分類される。

特に，学術情報センターで作成しているデータベースは．

文部省．大学，学協会，民間助成財団等の協力によりでき

あがっている我が国固有の学術情報データベースである。

く海外データベース作成者＞

く大学等研究機関＞

情
・
畠
仰
日

早
川
凶
〕
a
’’’’

学術情報センター

検
索
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成

タ
ス一一

「ア

ベ

主ト
｜ ｜原稿、槍文髭、
｜ 書面 ｜調査頭、

L一一」予稿集 etc.

フロッピー
ディスク．．． 
．算写植データ

etc. 

原情報

他

｜く大学等の研究者等＞｜

他

データベー又・

＼
1
1
1／
一

＼
気
ブ

4
M
M
V

；

j
 

p

i
－
－
下
一
』
ロ
イ

／
福
一
フ
＼
フ
デ

目

｜目録作成 ト J

ス↑
＼
〕
司
引
J

h
づ

f
磁
一
「
＼

↓
7
J
r
i
t＼
 

フロッピー
ディスク

他
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9.事業の国際展開

ネットワークの整備
学術情報センターと米国及びタイ固との聞を国際専用回

線で接続している。世界各国とはインターネットにより通

信が可能となっている。

NACSIS-IR 
平成5年8月かう，海外の高等教育・研究機関－学術研

究の発展に資することを設置の目的とする政府機関－政府

関係機関等に対し，データベースの有償によるサービスを

開始した。提供データベースは．本センターが企画，作成

したものや他の機関－研究者等が作成したもののうち，海

外機関へ提供可能な次の31種類である。

データベース名称 使用言語

科学研究費補助金研究成果概要データベース 日本語司英語

学位論文索引データベース 日本語

学会発表データベース 第一系～第八系 日本語喝英語

学術論文データベース第一系（電子） 英語

学術論文データベース第二系（化学） 日本語，英語
学術論文データベース第五系（理学） 英語

民間助成研究成果概要データベース 日本語，英語

経済学文献索引データベース 日本語司その他

学会予稿集電子ファイル 日本語

学術雑誌目次速報データベース 日本語，その他

維新史料綱要データベース 日本語

古文書目録データベース 日本語

木簡データベース 日本語

研究者ディレクトリ 日本語，英語

データベース・ディレクトリ 日本語

家政学文献索引データベース 日本語

RAMBIOS 英語

化学センサーデータベース 英語

電気化学データベース 英語，その他

日本独文学会文献情報データベース 日本語，独語

スラブ地域研究文献データベース 日本語

文化財科学文献データベース 日本語

化学と教育誌データベース 日本語

現代邦楽作品データベース 日本語

目録所在情報データベース（和図書） 日本語

目録所在情報データベース（洋図書） 英語，その他

目録所在情報データベース（和雑誌） 日本語
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データベース名称 使用言語

目録所在情報データベース（洋雑誌） 英語，その他

大型コレクションディレクトリ 日本語

学術関係会議等開催情報（日本学術会議編） 日本語，その他

学協会集会スケジ．ュール（日本工学会編） 日本語，その他

NACSIS-CAT 
平成3年3月から平成ア年3月の間，英国の日本語資料を

取り扱う主要な研究図書館とNACSIS-CATの試用プロジ

ェクトを行た。平成7年度からは，これらの機関は正式な

参加機関となり．インターネットを用いてNACSIS-CAT

を利用している。

英国のNACSIS-CATへの参加は次の6機関である。

－英国図書館オリエンタル・コレクション部

・ケンブリッジ大学図書館

－オックスフォード大学ボドリアン図書館

－シ工フィールド大学東アジア研究部図書館

．スターリング大学日本研究センター図書館

．ロンドン大学東洋学部図書館

また，平成5年度からは，韓国ソウル国立大学図書館と

の間でインターネットを利用したNACSIS-CATのオンラ

インによる試行利用を開始した。

NACSIS－比L
平成6年4月から， NACSIS-ILLと英国図書館原報提供

センター（BLDSC）の相互貸借システム（ARTTel）を接続

し.NACSIS-ILしを用いてBLDSCへも圏内機関と同様に

文献複写及び現物貸借の申込みが可能となった。

電子メール・サービス
研究者間の国際的な情報交換を推進するため，東京理科

大学及び米国ストックトンの国際線開門局を介して，学術

情報センター等が圏内で運用しているSIMAILと国際的な

電子メール網であるBITNET及びインターネットとの闘で

電子メールの交換サービ、スを行っている。



ホスト計算機システム

電子メーjレ／電子掲示板システム

NACSIS-MAILと掲示板サービスには，

システムACOS3700/8が設置されている。

電子メールと電子掲示板のメッセージや電子メールのデ

ィレクトリ等多量のデータの蓄積のために，総容量61.3GB

の磁気ディスク装置が設置されている。また．通信制御系

では．各種の通信メディア及びプロトコルへの対応が可能

となっている。さらに．国際電子メールに接続するための

ゲートウェイも用意されている。

汎用大型計算機

目録所在情報／情報検索／データベース

形成用システム

NACSIS-CAT /IRやデータベース形成には，汎用超大型

計算機システムHITAC M-880/ 420及びM-880/210が設置

されている。全体の構成は．中央処理装置4台内蔵のM-880/

420と2台内蔵のM-880/210により周辺装置系を共有する

疎結合システムである。内蔵型データベースプロセッサ

(IDP）による高速のデータベース処理のほか．総容量1.000

GBの磁気ディスク装置．半導体補助記憶装置（ICディスク）

や光テ、ィスク等により大規模かつ多種類のデータベースの

蓄積が可能である。通信制御系には，各種の通信メディア

とプロトコルヘ対応する機能が用意されている。

英国図書館
(8し）

大容量ファイル系
カートリッジ磁気

磁 信『ー『』 山 「ー『』 光 「ー『』 - →－ 1 .... -ヌLアイ人ン 1しアイ人ソ アイ人ン アーノフ寸ノフl

－伺甲圏軍

目録所在情報／｜しし／情報検索システム

磁気ディスク

四日

F
A×
制
御
装
置

2
台

入出力系

カートリッジ磁気テープ
8デッキ

白
磁気テープ 3デッキ
1600/6250日間

口レーザービームプリンタ連続紙1台
カット紙3台

Cコ

F
 

－－二肋
直E
C二二コ
目録用繍末
2Q20X64台

ワークステーション系

[II] 
E二二コ
開発周ワークステーション
3050X7台
3020X43台
30lOX42台

イーサネット

20 



11.研究活動

研究開発の特徴
学術情報システムは，全国の大学等の情報処理関係施

設・図書館等をつないで．その所蔵する情報資源を共同利

用する一方．これう機関の研究者間の研究コミュ二ケーシ

ヨンを促進するためのネットワーク－サービスの提供を行

うととを目的としている。したがって 学術情報データベ

ースはもちろん，その処理と伝達のためのハードウェア及

びソフトウエアが整備されて初めて十分な機能を発揮する

ものであり，そのための研究開発も．必然的に総合的な活

動を指向するものである。

学術情報センターにおける研究開発は．乙の事を反映し

て5つの特徴を備えている。第1に，学術情報システムは

主題を問わす、我が国の大学を中心とする研究者全体をサー

ビス対象とした，多様な構成要素から成る極めて大規模な

システムである。第21こ，学術情報システムの構築が，我

が国において初めての試みであるのはもちろん．世界にお

いても類例をみないものであるため，先端的な研究開発が

求められている。第3に，純粋な研究開発でなく，実用に

耐えるシステムの構築・運用という具体的な目標を実現さ

せる実用性である。第4には，とのシステムが人間－機械

系を含む社会システムであることから．理工学的及び社会

科学的アプローチを統合する学際的な研究開発である。そ

して第5には．海外各国との学術情報の流通に貢献するた
めの国際性である。これらの特性を踏まえた研究開発は，

それにふさわしい規模と，他の研究機関との共同研究等の

運用における柔軟性が必要とされている。

このような研究開発活動は，学際理学・工学の大講座を

通じて，東京大学を初めとする．大学院教育や各種のプロ

ク‘ラムへの参加を必然的に伴っている。

専門分野ごとの研究活動
研究開発部の活動は，専門分野の知見を活かした縦構造

の研究体制と，ミッションに従った異なる専門分野の協力

による横構造のブロジ、工ク卜体制との二つの型に大別でき

る。専門分野に基づく研究活動は次のようである。
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学術情報研究系
広く学術情報システムの構築・形成の在り方から始まっ

て，目録所在情報の標準化．大学図書館のハウスキーピン

グの機械化，全文データベースの構築と利用を前提とした

電子図書館，電子出版などの研究開発，数値－画像等のフ

ァク卜情報，抄録－索引等の二次情報など各種学術情報デ

ータベースの構築・管理手法の研究開発．キーワードの自

動抽出法等情報検索の自動化技術，データベース形成の効

率化．評価，品質管理等の研究開発，学術情報システムの

最適利用に関する研究開発，更に，国際サービス，特に東

アジア地域におけるサービ、スに必須な 多文字種表記に対

応するシステムの研究開発等を行っている。

システム研究系
学術情報システムを実現するための大規模データベー

ス・システムの設計と開発．八一ドウェア－システムに関

する研究開発から始まって．学術情報端末．目録端末の研

究開発．システムの効率的運用のための技法の開発，学術

情報システムも構築に必要な各種ソフトウ工ア（情報検索，

端末．一次－二次情報データベースの利用手法等）に関する

研究開発，学術情報システム形成のネットワーク技術の研

究開発，ネットワーク接続方式の開発．学術情報VANと

ファクシミリ通信等に関する研究開発， CD'-ROMによる

出版の評価，使い勝手のよいヒューマン－インタフ工ース

の在り方の研究等を行っている。

さらに，通信による学術情報サービスが国際的に急速な

普及をみている。当センターにおいても，そうした通信関

連の基盤的技術を効果的にサービスに反映させる体制作り

の一環として，センターとして初めて超高速通信方式研究

部門．及び超高速画像情報処理研究部門の二つの客員研究

部門を設け，広く人材を招請し，研究に当たる努力をして

いる。

研究動向調査研究系
テーマの選択から最終的な論文の発表まで，研究活動が

たどる一連の全過程は，かなりの時間的経過を要する一方．

その成果が改めて次のテーマの発掘につながるというサイ

クル的性質を内蔵し，それが引用文献等のデータとして提

示されている。研究論文を納めた書誌データベースを，検

索対象とは別にマクロな分析対象とすることによって成果

を挙げてきた計量書誌学は，引用文献をその分析対象に加

えることによって．このサイクル的性質を踏まえた論文聞

の関係の分析に発展し．研究動向の計量的な把握の手段と

してますます重要性を帯びてきた。本研究系は，研究動向

の計量的把握の手法を洗練させる一方 応用分野として．

我国の学術研究の動向把握，国際比較及び研究動向調査の

ためのデータベースの研究等の研究調査を行っている。



プロジ．工クト型の研究活動
構造のものである。研究開発部における研究活動の第2の型は，学術情報研

究系．システム研究系，研究動向調査研究系の別．あるい

は各研究部門の別を越えて，特定のテーマに応じてそれぞ

れブロジ、工クト －チームを編成して研究開発に当たる，横

たとえば，科学研究費補助金による研究ブロジ、工クトは

その典型である。発足後7年を経過し その研究成果も

次々とまとまりつつある。

科学研究費

総合研究（A) 研究成果流通システムの研究開発 内藤衛亮 平成6～7年
一般研究（B) 学術画像情報データベースシステム構成法の研究 高須淳宏 平成7～9年
奨励研究（A) ルールスペース・モデルの改良と新しい学習診断テスト作成の試み 孫 媛 平成7年
奨励研究（A) 集合分割問題のためのヒューリステック統計推論法の提案と情報検索システム

への適用 相違彰子 平成7年
奨励研究（A) シベリアにおける異民族問コミュニケーションに関する予備的研究一言

語接触の観点から 藤代 節 平成7年
奨励研究（A) 全文データ処理の高度化の観点から見た情報メテεイアの内容構造に関する

認知的研究 神門典子 平成7年
試験研究（B) 異種分散型データベース周アクセスプロトコルの開発と実装 安達 ｝享 平成5～7年
試験研究（B) 動画像ライブラリ・システムの開発 橋爪宏達 平成7～8年
国際学術研究

（学術調査） 学術情報データベースの形成・利用の国際化と研究動向の国際比較に関す

る調査研究 山田尚勇 平成6～8年
（共同研究） 学術情報の国際交換に関する実証研究 小野欽司 平成6～8年
（学術調査） 研究ネットワークの国際連携とアジア・大洋州における国際調整に関す

る学術調査 猪瀬 ↑尊 平成7～9年
（共同研究） 海外における日本情報の需要と供給に関する研究 井上 京日 平成7～9年

研究成果公開促進費（データベース）

学会発表プレプリント電子ファイル 猪瀬 博 平成元年～
学術論文データベース 山田尚勇 平成4年～
学術用語データベース 井上 京日 平成4年～
経済学文献データベース 根岸正光 平成2年～
ディジタル音楽アーカイブ 宮還 章3 平成5年～
症例報告データベース 小山照夫 平成2年～
電子図書館原文書データベース 安達 、』手ロ 平成6年～
引用文献索引データベース 根岸正光 平成7年～

創成的基礎研究費 学術研究支援のための超高速情報通信網の研究開発 浅野正一郎 平成5～9年

中核的研究機関支援プログラム

次世代学術環境高度化のための統合情報オープン・プラットフォームの研究 小野欽司 平成7年～

学術情報センター共同研究員

音楽のディジタル保存に関する研究 宮津 t早~3 平成4年～
日本における国際書誌調整の研究 内藤衛亮 平成6年～
学術資料の電子化とその提供に関する研究 根岸正光 平成7年～

受託研究 SINETと省際ネ ットワークとの協調的経路制御方式の研究 小野欽司 平成7年～
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12.教育・広報活動

教育・広報プログラム
NACSISシンポジウム

学術情報センターの研究活動や事業活動について，発表

と討議を行うもので，例年東京と関西地区で開催している。

岡 崎

聞置圃
一← 且 - .事 守、 ず－ ・＇ぐ

て九二二ミ.it 孟~＇3ご』忌 i＝ ，噌,4
- - - － ー 砂 -

情報ネットワーク担当職員研修

大学等におけるネットワーク管理運用に携わる技術担当

職員を対象に．情報ネットワークに関する高度な知識と技

術の修得を目的として実施している。

総合目録データベース実務研修会

目録所在情報サービスを利用している大学等図書館にお

ける総合目録データベースの構築を推進するため目録担当

者の指導や書誌調整等を行い，また目録システム講習会開

催時には講師を担当する等，各館の中核となる高度な知識

と技術を有する指導者を養成するもの。

目録システム講習会

目録所在情報サービスを利用している大学等図書館の目

録業務担当者を対象に，目録システムの運用に関する知識

と技術の習得を目的とする。また，受講機会の拡大を図る

ため，各地の大学図書館を会場とした地域講習会も開催し

ている。

ILLシステム講習会

大学図書館における，｜しLシステムの業務担当者を対象
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に， ILLシステムの運用に関する知識と技術の習得を目的

とする。また．受講機会の拡大を図るため，各地の大学図

書館を会場とした地域講習会も開催している。

NACSIS-IR講習会

大学等図書館において， NACSIS-IRの代行検索を行う

担当者を対象に，情報検索の方法等に関する知識と技術の

習得を目的とする。

また，受講機会の拡大を図るため．各地の大学図書館等

を会場とした地域講習会も開催している。

電子メールシステム講習会

NACSIS-MAILの利用者を対象lこ，電子メールシステム

に関する基本的な知識と技術の習得を目的とする。

刊行物
NACSIS利用の手引 く’情報検索・電子メール〉

一概要／申請手続き編－ 第3版（l993. 11) 

NACSIS-IRデータベースシート

電子メールシステム利用者マニュアル第3版（1992.6)

目録所在情報サービス利用の手引 第4版（1994.4)

目録システム利用マニュアル

データベース編－改訂版－（1991.12)

検索編－第3版－（1992.3)

登録編－第3版－（1993.3)

学術情報センターILLシステム操作マニュアル（1993.3)

学術雑誌総合目録和文編（l99 l年版）

学術雑誌総合目録和文編誌名変遷マップ（l987年版）

学術雑誌総合目録欧文編（l994年版）

学術雑誌総合目録欧文編誌名変遷マップ（l990年版）

学術雑誌総合目録CD-ROM(l989年版）

学術情報センター論文集－和文編－（l989年版）

逐次刊行物

学術情報センタ一二ユース

NACSIS Newsletter 

オンライン －システムニュースレター

学術情報センタ一年報

学術情報センタ一紀要

学術情報センター要覧

ビデオテープ

NACSIS-IR 情報検索入門（1987.3)

学術情報のトータルネットワークを目指して（1989.3)

Welcome to NACSIS-IR(l 995. 3) 



参与・評議員・運営協議員・職員

・運営協議員

共同研究計画に関する事項その他のセンターの運営に関する重要事

項で所長が必要とみとめるものについて所長の諮問に応じる。

・参与

広く学術情報システムに関する諸問題について所長の諮問に応じる。

・評議員

センターの事業計画その他の管理運営に関する重要事項について所

長に助言する。

阿南功

有馬朗

稲田献

梅田

大崎

大野

岡村

木田

木村

小山

佐々木

佐竹

清水
主主T 士：志
向 T同

長倉

西田

野坂

松田

宮津

森

大阪産業大学工学部教授

国立歴史民俗博物館情報資料研究部長

東京大学附属図書館長

東京理科大学総合研究所教授

神奈川大学理学部教授

成際大学法学部教授

東京国際大学商学部教授

金沢工業大学客員教授

麗津大学国際経済学部教授

図書館情報大学総合情報処理センター長

（五十音順）

学術情報センタ－副所長

学術情報センター教育研修部長

学術情報センタ一研究開発部長

学術情報センタ－研究主幹

学術情報センタ－研究主幹

学術情報センター研究主幹

学術情報センター教授

学術情報センター教授

学術情報センタ一教授

学術情報センタ－教授

勤

弘

允

雄

宏

笠

晃

男

雄

勇

如

司

亮

喬

光

一

淳

郎

彰

夫
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成

晴

英

龍

公

毅

欽

衛

正

尚

達

田

原

田
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野

水

塚

川

本

田

上

野

藤

田

岸

達

野

津

山

安

岡

開

黒

後

臨

血

清

手

宮

山

山

井

小

内

漬

根

安

浅

宮

小

日本空港ビルデング株式会社相談役

財団法人高等教育研究所理事長

財団法人放送大学教育振興会会長

日本電気株式会社特別顧問

財団法人国際高等研究所理事長

国立国会図書館長

富士通株式会社顧問

前三井物産株式会社顧問

国文学研究資料館名誉教授

日本科学技術情報センタ一理事長

前財団法人放送文化基金顧問

中京大学情報科学研究科長

国立遺伝学研究所名誉教授

財団法人データベース振興センター専務理事

カリフォル二ア工科大学名誉教授

（五十音順）

龍

勲

郎

行

雄

郎

保

志

孝

夫

夫

英

雄

正

次

一

刊

慶

道

道

信

文

弘

守

忠

晃

龍

町

山

城

内

原

本

方

口

田

山

村

村

村

永

遷

川

什
門

秋

天

井

植

岡

緒

小

越

小

中

野

福

松

渡

心

ロフコ
只只

筑波大学名誉教授

理化学研究所理事長

大阪大学名誉教授

横浜市立大学長

日本学術振興会理事長

北海道情報大学通信教育部長

東京電機大学長

（財）第二国立劇場運営財団理事長

東京工業大学長

早稲田大学総長室参与

国立民族学博物館長

国文学研究資料館長

東京家政大学長

慶応義塾大学常任理事

（財）神奈川科学技術アカデミー理事長

学術情報センタ－名誉教授

国際電信電話株式会社代表取締役副社長

国立極地研究所名誉教授

日本電信電話株式会社代表取締役副社長

科学技術会議議員

人

誠

仁

男

吾

宏

孟

丸

明

康

司

郎

郎

雄

史

郎

郎

亘

一

一

一

潤

三

龍

邦

達

純

公

綿、

宙

高

昭
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（五十音順）



彰

達

子

則

司

売

如

亮

峡

三

生

節

子

雄

加

媛

喬
一
淳
意
向
郎
司
宏
達
純
子
生

正

欽

淳

宏

照

良

則

平

光

光

彰

夫

幸

津

爪

門

本

野

宏

典

雅

欽

衛

衛

敬

字

典

春

美

昔日

根岸

根岸

宮津

小山

太田和

宮

橋

神

杉

学術情報システム教育室長（併）

助教授（併）

助手（併）

助手（併）

教育研修部

正

正

彰

紀

真

雅

偉

俊

藤

上

藤

浦

山

田

達

田

野

野

須

爪

方

津

山

藤

本

代

門

藤

塚

内

井

内

影

大

計

藤

神

伊

越

孫

漬

安

漬

浅

小

高

橋

松

相

片

佐

杉

越

阿

研究開発部研究開発部長（併）

［学術情報研究系］

研究主幹（併）

教授

教授

助教授

助教授

助教授

助手

助手

助手

助手

助手

［システム研究系］

研究主幹（併）

教授

教授

教授

教授

助教授

助教授

助教授

助教授

助手

助手

助手

助手

助手

｛研究動向調査研究系］

研究主幹（併）

教授

教授

教授

助教授

夫

光

俊
ムムム
オミ

手IJ 昭

和久

美智雄

香織

貢

士

好

三

三

清

夫

優

武

夫

志

彦

誠

二

博

勇

男

昭

郎

朗

一

子

子

一

庫

尚

園

義

幹

嘉

浩

裕

裕

紳

悪

謙

邦

正

莞

教

均

雄

康

夫

二

辰

嘉

康

伸

新

裕

正

俊

健

峰

重

栄

郁

高

清

由
八三λ

瀬

田

山

井

藤

田

中

中

羽

中

野

部

川

田

橋

部

田

井

口

上

瀬

田

田

原

下

木

山

野

原

川

徳

川

谷

村

斐

原

川

場

井

津

木

之

津

渡

池

早

員

志

松

木

鈴

大

早

郷

藤

加

船

磯

木

甲

石

笹

大

酒

米

鈴

猪

山

関

西

日

伊

増

田

田

赤

田

永

渡
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石
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如

信

和

美

敬

和

広

多

上

西

（

呂

田

井

小

若

中

事業部長

システム管理課長

課長補佐

システム管理係長

システム業務係長

ネットワーク課長

国際情報専門員

ネットワーク管理係長

ネットワーク運用係長

国際事業係長

データベース課長

課長補佐

データベース管理係長

文献データベース係長

全文データベース係長

数値画像データベース係長

調査係長

目録情報課長

課長補佐

図書目録情報係長

雑誌目録情報係長

専門 －電子情報係長

教育研修部長（併）

研修課長

企画係長

指導第一係長

指導第二係長

・センタースタッフ

所長

副所長

管理部長

総務課長

課長補佐

庶務係長

人事係長

国際交流係長（併）

研究協力係長

会計課長

課長補佐

総務係長

経理係長

用度係長

施設－管財係長

共同利用課長

課長補佐

共同利用第一係長

共同利用第二係長

情報－資料係長

1里

業

βt!; 
国

事

教育研修部



本館・別館・小石川分館

(JR山手線）

新宿

教育の恋公園

千葉分館

JR総武線
西千葉駅から徒歩5分

新宿

案内図

東京大学理学部附属植物園

／学術情報センター小石川分館
（所長・副所長・管理部）、

学術情報センタ一本館・別館
（’E業部・教育研修部・研究開発部）

筑波大学（大緑地区E館）
放送大学東京第二学習センター

学術情報センタ－
National Center for Science Information Systems 
干112東京都文京区大塚3-29-l TEL 03-3942-235 l （代表）

FAX 03・3942-6900（管理部総務課） FAX 03・3942-9398（事業部システム管理課） FAX 03・3944-7131（事業部目録情報課）
FAX 03・3814-493l （管理部会計課） FAX 03-3942-9398 （事業部ネットワーク課） FAX 03-5395-74 77 （教育研修部研修課）
FAX 03-3942-6797 （管理部共同利用課） FAX 03-3942-0993 （事業部データベース課） FAX 03-5395-7064 （研究開発部）

（千葉分館）干263千葉県千葉市稲毛区弥生町ト8 TEL 043-285-49 l l （代表） FAX 043・290・1380
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